
都道府県名　　　　奈良県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加

単
位

単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位

27
h
a

kg
円/
kg

R3 ha kg
円/
kg

R3 ha kg 円/kg 円 円

29
h
a

t
円/
kg

R3 ha t
円/
kg

R3 ha t 円/kg kg/
円

kg/
円

（６）労働生産性の10％以上の向上
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事業評価

10087,482 千円 1.35 42,642 2,052

260,668
千円

14.3 506 515.15 - 0%

下市
町地
域農
業再
生協
議会

1
下市町全

域
カキ

①集荷後の効率を上げるため
に、脱渋施設に近接する場所
に選果場（集出荷場含む）を
新設
②選果効率を上げるために選
果機の機能向上（選果能力：
5,000果/h⇒7,800果/h）

労働生産性10%以上の
向上

2,736 円/時間 15

680 544.21327,884 千円 12.05 602.5 544.21 370,060 千円 13.6

五條
市地
域農
業再
生協
議会

2
奈良県五
條市

青ネ
ギ

トラクター等を導入し、作業
の効率化及び栽培面積拡大を
図ることで販売額10%以上増
加を目指す。

販売額の１０％以上の
増加

16,646 1,80012,370 千円 0.63 6,872 1,800 29,960 千円 1.32

奈良
市地
域農
業再
生協
議会

1
奈良県奈
良市

イチ
ゴ
(古都
華)

イチゴ古都華の経営の安定と
収益向上を図る
①高設栽培等の規模拡大
②炭酸ガス発生機の導入
③育苗施設の規模拡大

販売額の１０.1％以上
の増加
※県にて地域の高収益
化につながる品目と判
断し、総販売額の増加
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産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書

事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積
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会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容 価格
(販売単価)生産量又は

出荷量
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地域協議会等の評価価格
(販売単価) 備考
現状 目標 実績

年度 面積

目標年度
出荷量 出荷量

都道府県の評価価格補正後の実績
事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

達成率
（％）面積 生産量又は 労働時間

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

事業実施前年
度

労働時間

270,560 223.6

労働時間

22,113 3,219 円/時間 15 270,560 223.6 18,791

本年度が事業評価年度の産地パワーアップ計画は３つで、それぞれの達成率は、奈良市地域農業再生協議会【整理番号１(古都華）】１００％、五條地域農業再生協議会【整理番号２（青ネギ）】０％、下市町地域農業再生協議会【整理番号１（柿）】
１００％であり、平均で６７％であった。
古都華（イチゴ）の取組については、目標年度までに各取組主体の栽培技術が安定し生産量が増加したうえ古都華のブランド力により安定的な需要があったため成果目標を大幅に超える結果となった。柿については、整備事業を活用し効率的な生産～流
通のシステムを確立したことで省力化に生産量の増加が伴い労働生産性が向上し目標を達成した。一方、青ネギについては、コロナ禍の影響もあり、契約販売先を失うなどの原因で出荷量が大きく減少し目標達成とならなかった。

都道府県
平均達成

率
67%

総合
所見

伝票等により
確認

年度 生産量又は 年
度

価格
(販売単価) 補正係数

74,272 千円0.849

伝票等で確認

1,151

4,754円/時間
（94,502,264円
/19,880時間）

15 293,470 322 19,880 100

目標達成したこ
とを確認した。

面積増に加え、技
術力の向上に伴う
単収の増加等によ
り、目標を達成し
た。

事業効果により生産面
積が拡大し安定的に出
荷量を確保できる産地
となった。しかしコロ
ナ禍の飲食需要の減少
を受け成果目標の達成
は至らなかった。今後
は、さらなる生産工程
の効率化及び産地PR等
による販路確保・拡大
について指導を行う。

コロナ禍の飲食需
要の減少を受け成
果目標の達成には
至らなかったが、
産地の生産力は強
化された。今後
は、さらなる生産
工程の効率化およ
び年間を通した安
定生産について支
援を行うとともに
販路確保・拡大に
ついて指導を行
う。

事業評価

事業評価

194 240 0.808
3,840.7円/時間
（76,353,850円
/19,880時間）

事業実施前後の
労働生産性（販
売額/総労働時
間）の実績で確
認
作業日誌、出荷
伝票、決算書よ
り確認

選果場（集出荷場
含む）の新設と選
果機の機能向上に
より効率化が図ら
れ目標が達成され
た。

目標達成したこ
とを確認した。
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